地域研究コンソーシアム社会連携部会キャリア・デザイン研究会
地域研究者の社会貢献に関するアンケート
地域研究コンソーシアム（JCAS）社会連携部会キャリア・デザイン研究会は、地域研究者の社会連携とキャリアパス多様化の促進を目的とし、2010年11月に設立されました。地域研究者は、地域に根ざした深い知識を有しており、社会のさまざまなニーズに対応しうる大きな可能性をもっています。しかし、地域研究者としての専門性を大学・研究機関を離れて社会に役立てる機会は、これまで限られてきました。
このような状況に鑑み、本研究会は、地域研究者のネットワーク化と情報交換を促進し、地域研究者の活躍の場を広げることを通じて、社会に貢献する地域研究のあり方を提案します。そのために、地域研究者が現在おかれている状況と、地域研究者のもつ可能性を把握し、今後いかなる活動の展開が可能かを検討することを目的としたアンケートを実施することにしました。
そこで、地域研究を行っている大学院生や研究者の方々や、地域研究に関係する業種に携わり、地域研究に関心のある方々に、大変お手数ではありますが、以下の質問にお答えいただければ有り難く存じます。なお、今回のアンケートはキャリアパスの調査を目的としているため、常勤の教育・研究職についていない方々の積極的なご協力をお願いいたします。
ご記載いただいた個人情報は上述の目的外には使用いたしません。また、ご回答いただいた内容は統計的に処理して、個人情報と回答内容の結びつきが明らかにならないようにします。
　本アンケートの集計結果は、当研究会のウェブサイト上で公開する予定です。また、2011年2月に開催予定のJCASのワークショップにおいて、集計結果の報告とそれにもとづく具体的な提言を行います。
　なお、本研究会の活動趣旨にご賛同くださる方がいらっしゃいましたら、アンケートへの回答と別に研究会までご連絡ください。研究会の活動についてご案内を差し上げます。
本アンケートを通じて地域研究者の声を一つでも多く反映させたいと願っております。皆様のご協力ならびに率直なご意見を何卒よろしくお願い申し上げます。
　アンケート実施元：JCAS社会連携部会キャリア・デザイン研究会
　締切：2011年1月7日（金）
　提出先：　jcas.assessment@gmail.com　
＊本アンケートは、お送りした方々以外にも、広く関係者にご転送いただければ大変有り難く存じます。できるだけ多くの地域研究者のご経験とご意見をお待ち申し上げます。
Ⅰ.ご専門やご経歴についておうかがいします。
Q1  現在のご所属・ご身分をご記入ください。所属がない場合は所属なしとご記入ください。
 [　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　]

Q2  性別を選択してください。　
[　男性　・　女性　]

Q3  年齢層を選択してください。
[20-24歳25-29歳30-34歳35-39歳40-44歳45-49歳50-54歳55-59歳60歳以上]
Q4  現在おすまいの居住地（都道府県）をご記入ください。
[　　　　　　　　　　　　　　]

Q5 ご専門分野と研究対象地域をお答えください。
専門分野[　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　]

研究対象地域[　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　] 

 Q6  お持ちの学位（修士号ならびに博士号）と学位の分野（地域研究など）についてご記入ください。
[　　　　　　　　　　　　　　　　　]

Q7  現在、ご所属の学会をご記入ください。
[　　　　　　　　　　　　　　　　　]
Q8  研究・教育活動で使用している外国語の能力についてご記入ください（回答欄が足りない場合は追加してご記入ください）。
[　　　　　　　　語]
読み[低1－2－3－4－5高] 書き[低1－2－3－4－5高] 会話[低1－2－3－4－5高]
[　　　　　　　　語]
読み[低1－2－3－4－5高] 書き[低1－2－3－4－5高] 会話[低1－2－3－4－5高]
Q9  これまでに地域研究に関わる活動（留学、調査・研究など）のために一定期間フィールドに滞在した経験がありますか。ある場合は、 滞在期間の長い順に滞在地域と期間についてご記入ください（回答欄が足りない場合は追加してご記入ください）。
国[　　　　　　　　　　　　]　　期間[　　　　　　　　　　　　]　
国[　　　　　　　　　　　　]　　期間[　　　　　　　　　　　　]　
国[　　　　　　　　　　　　]　　期間[　　　　　　　　　　　　]　
Q10  これまでの経歴をご記入ください。
（例）学部（文学部）－民間企業（出版社）－修士課程（文学研究科）－博士課程（地域研究）－教務補佐員（国際交流）－大学非常勤講師（国際文化学部）
[　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　]　
Ⅱ.社会貢献活動についてのご意見をおうかがいします。
Q11  大学での教育・研究活動以外にご自身の専門性を通じた社会貢献・社会連携に関心がありますか？
（例：企業との連携、メディアへの情報提供、NGOやNPOなど市民社会との活動など）
[　関心がある　関心がない　]
関心がある場合はQ12へ
関心がない場合はQ13へ
Q12 （関心がある場合）これまでに何か具体的な取り組みをした経験があれば教えてください。
内容：[　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　]

期間（　　　　　　　　　　　　　　　　）
→Q14へ
Q13 （関心がない場合）その理由を教えてください。
[　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　]
Q14  これまでに取り組んでいないけれど、環境が整えば取り組みたい社会貢献活動があれば教えてください。
（例：市民講座などでのボランティアでの語学教室、NGOや企業などでの現地ニーズ調査など）
[　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　]
Q15  Q14の活動に現在取り組めていないのはなぜですか？理由を教えてください。
（例：研究を優先しているから、やり方がわからないから）
[　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　]

Q16  地域研究が国際協力関連事業や企業と連携・協力する場合、どのようなかたちがあり得ると思いますか？ご自身が関わることを必ずしも前提とせずに、アイデアを教えてください。
（例：活動計画地域に関する予備調査や現状説明、現地通訳など）
[　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　]

Q17  研究の専門性を活かして将来どのような職業につくことを考えていますか。
[　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　]

Q18 Q17を実現するためには個人の努力以外に何が必要だと考えますか？
（例：政府の支援による教員ポストの確保、奨学金の充実など）
[　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　]

Q19  ご自身の将来に対する課題や不安について自由に記述してください。
（例：大学自体の縮小によるアカデミック・ポストの減少、地域研究の学術的地位の低下など）
[　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　]

Q20 地域研究の社会連携に関する成果を学会で発表したり論文として投稿したりしようとするときに困難を感じることがありますか。あればその困難の具体的な内容や原因を教えてください。
［　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］

Q21 地域研究コンソーシアムが社会連携の成果発表を中心とする学術雑誌を新しく刊行するとしたら、その考えに賛成ですか、反対ですか。その理由も教えてください。
［　賛成　反対　どちらでもよい　］

その理由［　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］

Q22  Q.21の質問で「賛成」または「どちらでもよい」と答えた方にお尋ねします。そのような学術雑誌が刊行された場合、寄稿したいと思いますか。また、その理由も教えてください。
［　ぜひ寄稿したい　寄稿したいけれど寄稿できるかわからない　寄稿したいと思わない　］ 

その理由［　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］
ご協力ありがとうございました。
お問合せ先：地域研究コンソーシアム（JCAS）社会連携部会　石井正子　堀場明子
Email：jcas.assessment@gmail.com
